



























































The Practice of Environmental Education for purpose to feel familiar to Organisms.
─An Approach with Microscope and ICT Equipment─
























































　　　　　　 8 月 23 日（木）
プロセス　2　実践 1
　　　　　　 9 月 12 日（水）
プロセス　3　反省と実践 2 への計画
　　　　　　10 月 23 日（火）～ 11 月 26 日（月）
プロセス　4　実践 2
　　　　　　11 月 27 日（火）
教科：総合的な学習の時間（テーマ：鳴瀬自然探検）






























: , 1995; , 1997
PC
































































: , 1995; , 1997
PC
































































































, 2007  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（宮城教育大学の院生による顕微鏡の使い方の説明）
（水槽のプランクトンをプロジェクターで提示）
生き物を身近に感じることができる環境教育の実践
─ 86 ─
ただきました。宮城教育大学環境教育実践専修課程 
三部光夫君、熊谷朋子さん、明石典之君には、授業を
実践していただきました。宮城教育大学　環境教育ラ
イブラリー「えるふぇ」には、顕微鏡や、図解ハンド
ブックなどをお借りいたしました。東松島市立小野小
学校校長山本正美先生には、本稿の作成にあたり適切
なご助言とお励ましをいただきました。以上の方々
に、感謝を述べさせていただきます。
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